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広島市教育センター所長 新 居 俊 之   

近づいた時，ハプニングが起きた。日ごろ問題行動  

を示す傾向にあった卒業生男子7～8名が泣きなが  

ら立ち，「わしは学校が好きだった」，「先生が好き  

だったんだ」と涙声で叫び，今迄の行動について反  

省のことばを語ったのである。これに対し，卒業生，  

在校生が一斉に拍手をした。   

それまでの答辞も涙声であり，卒業生も多く泣い  

ていたが，このことで式場が一斉に涙顔となった。   

教師も保護者も来賓の方々も感激の涙の一瞬であっ  

た。そして，保護者代表の謝辞の後，参列していた  

保護者の間で，「朝夕なれにし学びの窓……」の歌  

声が自然発生的に生まれ，大合唱のうちに式は終了  

した。この度の卒業式は，終生忘れ得ぬものとなっ  

た。この卒業式を通して，子どもたちの心は本当は  

純粋であり，子どもたちの引き起こす色々な問題行  

動の背景には，子どもたちに直接責任のない事柄が  

存在していることが多いことをあらためて感じた。   

学校としては，子どもたちを信頼し，温かく包ん  

でよりよい生き方を理解させ，納得させ，実践させ  

ていくことを根気強くやることが大切であり，この  

度のハプニングは，その成果のあらわれであると実  

感しているところである。  

中学校長在任中，近くの  

小学校，高等学校の卒業式に何回か参加する機会を  

得た。   

卒業生や保護者，来賓の方々を前にして，校長先  

生が式辞の中で話される内容の中心は，「校訓にあ  

るような人になってほしい」，「心豊かな人に育って  

ほしい」，「国際社会に生きる人になってほしい」，  

「生涯学びつづける人になってほしい」等であった。  

私もまた，この3月，この様な内容の話をしてきた。   

しかし，子どもたちは教師や保護者の後姿を見て  

育つことを考えると，私たち教師や保護者が果たし  

てどれだけ「そのような人」になるための努力や実  

践をしているであろうか疑問である。自分自身を振  

り返ってみると我ながら心許ない。   

教師や保護者自身が研鋒を積み，成長し，変わっ  

ていくことが子どもたちを変えていくものであると  

するならば，何事にも，まず教師や保護者が率先垂  

範，よき手本を示すべきであろうと反省することし  

きりである。  

◇  ◇  ◇  ◇   

この3月，私の在職していた中学校の卒業式。式  

次第どおり卒業生の答辞も終わり，いよいよ閉式が  
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研究紹介  

ティームティーチンクを取り入れるに当たって  
一共同研究「小学校におlナる個に応じた指導の充実をめざす効果的なティームティーチンクの在り方」から一  

広島市教育センター 共同研究グループ   

小学校におけるティームティーチング（以卜▲TT  

とする）についての研究の一部を紹介します〔〕  

児童の願い   

接業斗もう・ノし孜帥がいてほしいと望んでいる教  

科を調べた結果，児l圭は体育札 L、和叶Ⅰ二作科など表  

現清動が多い教科を選びました。、  

もう ／＼′′L′lかしゝ〔亡ユしいと、ち  N 122】  

（）   川   2り  ：i（）  川  〔（）′J  

この4段階を楷まえて，TTを冥施する時の基本  

的な手順は，次のようにまとめられます 

T 計画段階   

次のことをティームで行う  

〔1）肥満の冥態（興味・関ノL、ぺ，・；・二）を把握する  

〔2〕指甘ノノ針や教師の役割クナ4■ltをl州酢にする  

（3）甲▲ノ亡の指導計両を、ンてる  

（4）．佃仙規準を設定する  

〔5〕どこで，だれが．廿仙をするか決める  
（6）必安な寮料，教ハヤ機≠を準備する  

／7ノ 寝業の流れについてり合せを行う  

Ir ′ノミ他校断   

り、ティームで′、ハ甘味墳の整備をする   

し21次の直に留意しながら指やを行う  

指やの流木に沼∵）た㍑川分刺を果たす  

山車へ偏りなく指専・仙∴▲を行う   

・ 放「刷■り卜がト11摘まを交換する  

山車理研に努め，で州・を収集する  

11】‖、川l職棚  

こし県ホのヴ習状況を補助箔に．iL録整理する   

し2J′、j：：習結果について．i舌し介い，分析を行う  

（3）仲漉某記凝滞のFi己録やl′l」．廿価なども参   

考▲にして総介的に三ナ川Ilける   

棋）TTについて．紆仙を行う  
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また，教師を対象とした別の調布では，仙に応じ  

る必要を感じる教科として，数日lliは 備に算数科を  

進んでおり，氾串の意識と多少のずれがあることが  

分かりました、、   

TTを取り人れるに当たっては，いろいろな教科  

を対象に考えてみる必要があります。  

T Tとは   

TTとは，一別の授業を交換したり，病気や山根  

の時に代わりに授業を受け持ったりするような 一過  

件の指導ではなく，児童仝体を相手に，授業仝体に  

対して計画一美施一計価を2人以上の教師（加配教  

員も含む）が分担・協力する教授形態です。  

TTの方法  

○ 実施手順   

TTを実施する場合，四つの段階があると言われ  

ています。  

（丑 一緒に指導計画を立案する   

② 一緒に指導計画を実施するために必要な教材・  

教具を集めるか，作成する  

（彰 一緒に指導する   

④ 一緒に反省し，評価する  

○ 役‘剖分押   

TTを教師2人で行う場合，トと副の役割があり  

ます「，その柵合せは，次のような場合があると考え  

られますし、   

王・工   

複数の課題を複数の教師が抑当し教える場  

合。例えば個々の到達度に応じたグループを  

教える場合などがあります。   

主・副  

1人の教師が中心に指導し，他の教師が補  

助的な役割をしたり，観察者や記録者に回っ  

たりする場合。   

副・副   

児童が個々の課題を個別に学習する場合。  

自由課題学習などで取り組まれます。   
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○ 学習指導案（一部〕   

① 指導計画  

TT実施上の留意点   

TTを実施する上で基本的に留意する点は次のよ  

うにまとめることができます。   時   て’閂 内 宥  

2りイニ の放でわる  

わ‥計＝   Lでわる‖l算万）什ノJを理解⇒る  

2  （2付：狭）÷ し2†、ン：数）ソ）呂lモ    〝）l〝 
庄昧や軍事川ニノノを理僻うる  

仮面が大きすぎた場了γ〃ノ岬l  
〝）什ノノを理解する  

除はげ昭‖糸を理解r ナナし一雄  

．川名長上しんよノノん．．、J，  

り†■ン取ノ（2トンニ艶）で、‡  
5       がlトン玖t二なる¶二ち丁〝）什ノノ左′♪  

畔ナろ   

TTを実施するねらいについて教職員の共  

通理解を同る   

実施前（年度末等）には，TTの態勢（教  

師，学年，教科，時間数等）を整えておく   

授業研究などの研修会をもつなど校内研修  

体制を充実させていく   

だれもがTTの教師になり，桝当学年や教  

科の指導を行うという共通の認識をもっ   

経験の差を越えて，fl二いに 一人の教師とし  

て認め合っていく姿勢をもつ   

児帝にTTのねらいやTTの教師の役割を  

説明し，十分に理解させる   

保護者会，学年だより等で保護者の理解と  

協力を狩るようにする  

セ．）指導過程  

ll Lりノ  

しイヤl班筍せ欄り  l、コ                   小■lし  てl、■・                             さl！く）  
ア’うサ／ー．用いリ上申州⊥lJこ 

l ′／門場打IL ノい〔．，r．し合い．木  

町の誹照バ∵りh■  

川り机が17日女人トトたj1  

人て1し艶」r イけりくJ，l／、    ん  

ー■′Jい＼ないし1甲   

ト」よ，吉kを′トさく【   

〔附沃の場Irll〔虜）ヱ）   

′た亭1レ，こ ㌧り   

Jしか、ンこ【、，わく，′1う   

11lL■り  

比門折り亘！1J♂J   

違い小け小し」左いし   
竹小雪い瑚r・u．川 

ミ‖亡ノり」ノーl′／）人定捉   

小√こ．  

ウ／カ 〉〔いく‥二し   

／1Jい い7，二l‘   

用‖」ノノ二J′こ′Lり   
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さ】！ん  

几門札りパ†1ノノ）   

違いこ′1し1」か1Jイ′  

TTの実際  

これらの姓本的なノJ▲法や留意点を′受けて，本研究  

では，偶に応じた効果的なTTの在り方として4教  

科（国語科，算数科，理科，牛活科）で指導計画や  

学習指導案を作成し実践しました。算数科での実践  

の 一部を紹介します（つ  

○ 学年 第4学年  

○ 単元 「整数のわり算」  

●  O TTのねらい  児童のレディネスの遠いに応じる  

○ ティーム編成  

TT加配教員（Tl）と学級担任（T2）  
○ 授業の準備  

① Tlが指導計画，学習指導案の原案を作成し  

学年会で検討する  

② Tl（全体指導），T2（補助説明，まとめの  

全体指導）の役割を決める  

③ 指導内容にかかわるレディネスを分析し，児  

童の実態を把握する  

④ 児童のレディネスに応じるために座席表記録  

簿，ヒントカード，指示カードなどを用意する  

⑤ 特に指導が必要な児童について共通理解する  

（む 評価についての分担（Tl一総合的な評価，  

T2一口々の活動の観察・評価）を話し合う  

比ツル′り・り－）1〝）違い〔∵町＝く  

l・川州ノノをろJ∫  

児童の変化   

TTを取り人れることによって各教科の単元のl」  

標を達成することができました。同時に児章は，主  

体的に学習し，次のような白」教育力の仲良の兆し  

がみられました。  

児童は，自己決定しながら学習を進めるよう  

になる  

児童は，回りを気にせずじっくり学習するよ  

うになる  

児童は，気軽に教師に質問するようになる  

児童は，分かるということに感動をもつよう  

になる   

詳細は広島市教育センター研究紀要第15号に示し  

ています。これらを参考にして，各校で児童のため  

のTTが実践されることを願っています。  

担当 主任指導主事 財津 伸子  

指導主事 木村 正信 尾形 慎治   
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変わってきています 国語科（高）  取り入れてみませんか 道徳（小）  

○学習方法の改善   

今，「再現構成法」という学習力法が注目  

されています。教師の語る資料の世界を子ど  

もがイメージを膨らませながら自分なりに再  

現し，その状況▼卜でいかなる行為を，なぜ行  

うのかを考える方法です。十どもは再現した  

世界の中で，登場人物の生き方と対話をする  

ことで，白」の年きガを見つめることができ  

ます。   

この方法を機能させるためには，イメージ  

を膨らませる教師の語りや，ねらいとした価  

植を把握させる発問等を「夫する必要があり  

ます。党閥については，登場人物の行動原理  

となっている倫理的な一江」題を問うことになり  

ます。）   

再硯構成法を取り人れることで，じっくり  

感じ，考える道徳の時間にしてみませんか。  

○生徒が古典と対話する授業   

生徒にとって古典が文学としての魅力をも  

ち，読みたいものとなることをめざした授業  

が多く試みられています。   

例えば，手J語に親しませるために流行の歌  

の文語訳や文法事項の替え歌などを取り入れ  

た導入，学習テーマ（「愛と不信」等）を設  

定しテーマにかかわる場面を組み合わせて教  

材化した源氏物語の指導，ガ葉，古今，新古  

今の教外書の掲載歌を再編成してレトリック  

の比較・分析をさせたり，散文化，物語化を  

させたりする指導，■t－▲興評論の読みの学門に  

ディベートを組み込んだ指導などがあります。   

■十－一興の学習指導も少しずつ変わってきてい  

ます。  
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取り組んでみましょう 理科（巾  すすめていきましょう 牛徒指導  

○観察，実験を通しての表現力の育成   

これからの学校教育では，「］分の考えを整  

理し，順序だてて伝える表現力を育てること  

が強く求められており，理科教育においても  

学習指導の1二大が必要となっています。   

理科における表現力は，観察，実験から得  

られた事実や測定したデータ及び結論を再現  

性の高い公正妥当な方法で伝達する能力です。   

このような表現力の育成に当たっては，次  

のような指導が大切です。  

① 観察，実験を通した体験的な学習から生   

徒の表現しようとする欲求を引き出す  

② 表現するための基礎的な技能を，発達段   

階に応じて十分に指導する  

③ 生徒に表現させる機会を多く与える   

こうした考え方を踏まえて，教育センター  

でも実践的な教育研究を進めています。  

○ 受容的な態度   

今，イーどもの内面の理解が必要といわれて  

います。内面を理解するには個人面接などの  

方法が考えられますr〕その際に，教師は受零  ●  
的な態度で接することが人切です。   

受容的な態度とは，ことばや表現・態度な  

どから，子どもの考え方，感じ九 気持ちを  

相手の身になって感じとることをいいます。   

子どもが教師に願うことの一つに，「先生  

は親身になって聞いて欲しい」ということが  

あります。子どもは，いつでも自分を受け入  

れてもらいたいと願っているのです。   

受容されることによって，子どもは自分の  

気持ちが受け入れてもらえたと感じ，心が安  

定してきます。そして，教師と子どもとの信  

頼関係が生じ，やがて悩みを打ち明けるなど，  

心を開いてくれるようになるものです。   
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平成7年度  

「広島市教育センター  

教育研究発表大会」のご案内  
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今年度は，次のような特色をもたせな  

125の研修講座を設けています。  ′
′
1
 ノ
 
 

教育センターにおける教育研究の成果を学校  

の研究や実践に役立てていただくために，教育  

研究発表大会を開催します。ぜひ，おこしくだ  

さい。  

○ 口時 平成7年9月5口㈹14：30～16：45  

0 場所 広島市教育センター  

○ 内容  

（1）研究発表   

・ 中学校技術・家庭科における教材の開発   

・学習に著しい困難が見られる児童の指導   

・生徒の相互理解を図る教育相談   

・小学校における効果的なティームティー  

チング  

／
l
 

ヽ  
○ いじめの問題にかかわる研修の充実   

、
′
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いじめの問題にかかわる指導力を高めるこ   

とをめざして，30の研修講座でいじめの問題  

の解決，人間関係の醸成，児童生徒理解等に  

ついての内容を取り上げています。   

コンピュータ講座の定員増と新設   

基礎講座と学習ソフト作成講座の定員を増  

やし，「コンピュータ講座（応用Ⅴ）」を新設  

しました。  

●瞥  
（ごつ  

諾  
′  

′ l   

＼  

○ 基礎講座，幼椎園教育講座の新設   

「生徒指導基礎講座」「幼稚園教育講座」を  

r2）講演  、＼ 新設しました。生徒指導の基礎的な事項や幼  
卓三三‾ 

三二三∵∵主ニニ十  告去∴ 国教育 

の展開について研修できます  
′′‾‾、 － 一一一－－ － 
／ 

－  

、、、＿′′  ヽ－－一一一   

／  

′ 研修を終えて   

「自己効力感を」  

広島市立美鈴が丘小学校教諭  

今井 邦夫  

／ 研修を終えて  

「教具の工夫」  

広島市立職町中学校教諭  

三村 正治  

●  「自己効力感を高める学級活動の指導の在り  

方に関する研究」という主題で6か月間研修を  

しました。自己効力感とは，自信，有能感など  

の自己に対する肯定的な感情及び認識ないし態  

度のことを言い，子どもたちのやる気や意欲・  

自信を支え，促すものです。学級活動において，  

自己評価・相互評価を取り入れた活動過程を設  

定すれば，子どもは自己効力感を高めるであろ  

うと考え，活動を計画■実施し，その過程で収  

集した様々な資料を分析し，この考えを実証し  

ようとしたのが私の研究です。   

研究の途中常にご指導を頂いた先生方，激励  

をしていただいた同期の研修生の皆様のおかげ  

で，有意義な6か月間を過ごすことができたこ  

教育研究生として3か月間，教具の工夫に関  

する研究をしました。研究主題は，「運動とエ  

ネルギーの学習における教具の工夫に関する研  

究」です。エネルギーという言葉は日常でもよ  

く使われますが，それ自体は直接見えないもの  

であり，実体として把握することが難しいもの  

です。そこで機構の分かりやすい教具を工夫し，  

位置エネルギーと運動エネルギーとの移り変わ  

りを実証的にとらえて理解させることができる  

よう研究しました。コンピュータによって生徒  

自身でエネルギーを測定でき，エネルギーに対  

する定性的なとらえ方から一歩進んで定量的な  

とらえ方ができたと思われます。   

いろいろと指導してくださった先生方に感謝  

とを深く感謝いたします。  おります。   
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教育相談重から  

教育相談の実施状況（平成6年度）   
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 不登校の相談が，小学校，中学校などで多い状況です。また，社会的問題となっているいじめに関する相  

談も平成5年度より増えてきています。  

【学校生活で見られるいじめの兆候】   

いじめの問題を防ぐためには，子どもの様子から早期に発見することが大切です。次のようなことが見ら  

れないか日ごろから注意しておく必要があります。  

○ 授業中，発表しなくなり下を向いて視線を合わさない。  

○ 教師の質問に答えたり，意見を述べたりすると周囲からやじられる。  

○ 生気がなく，表情が硬くいつもと様子が違う。  

○ まわりの友達に，異常なほど気をつかっている。  

○ 授業時間に遅れて教室に入ってくる。  

○ 集団からはずれて，一人でいることが多いっ  

○ 衣服が破れたり，泥まみれになっていることがある。  

○ 顔や手足などに擦り傷などが見られ，理由を聞いても自分で傷ついたように言う  

○ 人格を無視するようなあだながつけられる。  
○ 給食を残すなど食欲がなくなり，学習意欲なども落ちてくる。  

○ 教科書やノートに落書きされる。  
○ かばんや体育館シューズなどが隠されたり，いすや机が汚されたりする。  

○ プリント配りや給食当番などをさせてもらえない。  

○ 掃除や後片付けを一人でしている。  

○ 部活動に参加しないようになる。  

○ プロレスごっこでいつも技をかけられている。  

朋 刻や早退が目立ち，学校を休みがちになる。  事もないのに保健室や職員室へ来ては，時間を過ごすようになる。   

いじめの兆候が見られるようであれば，他の教師とも連携を図りながら，対応について協議し，援助・指  

導する必要があります。   
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℡（082）264－0422  

：相談日時〕   

月～金 9：0り～17：00  
相談内容   

し相談内容   

不登校，反抗・乱暴，学  

業不振，友人関係，進学・  
進路等についての相談  

障害をもつ子どもの教育  
上の悩みについての相談  

宮中ゆゆゆ  、・・・こ‥  章魚伽ゆゆゆゆゆ。伽ゆゆゆゆゆゆゆ貴 く   
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（平成7年4月～9月）   構成が新しくなりました  
□□やD□やD叫＞0ゆDO一）ロ00Dく如叫＞づロ00噌川口くトロゆD小嶋川Dくゎ□㊥□□㊥□□やDn◆㌔  

21世紀の新しい教育の動向に対応すべく，今年度  

より，5部構成とし，各部の名称も業務内容が分か  

りやすいものに変えました。   

よろしくお願いいたします。  

今年度前期は次の6名の先生方が，それぞれの専  

門分野で研修を進めておられます。   

理 科 教 育：梅田 広晴教諭（志屋小学校）   

図画工作科教育：三戸 清司教諭（福木小学校）   

教 育 工 学：水ノ上俊一教諭（安東′ト学校）   

特 別 活 動：廣川  直教諭（大州中学校）   

国語科教育：種谷 克彦教諭（舟入高等学校）   

幼稚園教育：後藤  泉教諭（緑井幼稚園）  

部  事業等  職  名   氏  名   担当業務  

所  長  新 居 俊 之  所務総括  

次  長  福原紘治郎  

岡本和之   

主   小笠原 紀美了▲       公机給与・．文書管理，お耀等⊆   
管  庶務 経理 u  

n   主   加 納 健 史  施設設備の維持・管理．経理  
主任指導主事  財 津 伸 了▲  部内紀括、国語科  

指 導 主 事  江 田 英 俊  家庭軋技術・家庭科  

指 導 主 事  中 山 千 恵  幼稚園教育  

研  修                                         指 導 主 事  吉 竹 邦 昭  社会科、道徳  

指 導 主 事  木 村 正 信  生活科、特別活臥社会教育l  

指 導 主 事  松 脇 守 弥  外国語（英語）科  

主任指導主事  越 智 文 嗣  部内総括，理科   

教育研究           コ■三 日  
研  
究  

部  
研修指導員  伊 藤 俊 文  家庭科、技術・家庭科                     指 導 主 事  福 原 正 明  図画1：作科，美術軋同和 
；研修指導員  河 野   禎  理科   

致  教育関係  主任指導主事  井 崎   明  

育  資料整備  

情  指 導 主 事  松 浦 俊 雄  理科   

情報教育   

部  推進  図書資料室嘱託  大 下 千賀子  回書資料関係事務   

数  主任指導主事  松 田 r 二  執閥括，生徒指導，教育相譲  

指 導 主 事  三 原 裕 隆  牛．徒指導，教育相談   
ゴミ   

教育相談  

指導主事  中 尾 秀 行  障害児教育，教育相談  相   教育相談員  渡 過 了 夫  教育相談     教育相談員  正 木 更 生  教育相談    教育相談員  高 Ⅲ 博 子  教育相談    教育相談員  片 岡 泰 幸  教育相談   

（平成7年4月～平成8年3月）  

校内研修：川西 史樹教諭（可部小学校）  

校内研修：西崎 信一教諭（高取北中学校）  

※離退任 ～在任中はお世話になりました～   

高田 和彦所長（市教委学校数育部へ）   

宮脇いち子指導主事（矢賀幼稚園へ）   

中村 朋晴主事（佐伯区役所へ）   

前田 典生教育相談貞（退職）   

室中 弘道教育相談員（退職）   

木村 琢壮教育相談員（退職）  

※就 任 ～どうぞよろしく”   

新居 俊之所長（江液中学校から）   

中山 千恵指導主事（船越幼稚園から）   

加納 健史主事（安佐北区役所から）   

正木 更生教育相談員（己斐上中学校から）   

高田 博子教育相談員（矢賀小学校から）   

片岡 泰幸教育相談員（似島中学校から）   

今年度より，紙面を2ページ増やし，8ページ  

としました。皆様の教育活動に活用していただけ  

るよう，一層の充実をめざしております。内容に  

ついてのご意見，ご感想をお寄せください。  
表紙絵 広島市立中山小学校校長 白石 春雄  

題 字 広島市立段原小学校教頭 鷲見 澄子  
広Ⅹ6－95－022（3）   




